
令和４年度
世界に発信する
「HANABIのまち大仙」
活性化プロジェクト

取組状況について

資料２－１



観光・花火イベント等の情報発信1

インターネットやコミュニティＦＭを活用し、「大曲の花火」を中心とした花火イベント等の情報を国内・海外へ向けて発信する

◼ 「大曲の花火」関連ホームページについて◼ 「ＦＭはなび」花火情報番組放送について

✓ 花火大会や花火鑑賞方法に関する情報番組「花火の星」を放送
※日曜4:00～4:30、木曜21:00～22:00
（日曜は全国ネット放送）

✓ R4はSPRING FESTA(4月29日、30日）、全国花火競技大会(8月27
日)、秋の章(10月1日)当日に生中継特別番組を放送した。

引き続きＳＮＳと連動しながら積極的に情報発信をしていくほか、
より見やすいホームページとなるよう取り組む

✓ 「大曲の花火」が開催されたため、前年度比８倍以上のアクセスがあった。

項目 H30 R1 R2 R３ R4

大曲商工会議所
（オフィシャルサイト）

184,248 403,916 100,056 24,755 273,434

大仙市
観光物産協会

41,069 35,794 11,783 15,545 13,732

大仙市 19,938 23,192 2,713 1,277 57,602

計 245,255 462,902 114,552 41,577 344,768

花火に関する情報を広く発信し、
大仙市への誘客と花火文化への理解深耕を図る



国内外の観光客に向けた統一ブランドコンセプトによる商品開発２

大仙市お土産商品ブランド「せんのぜん」の参画事業者拡大とラインアップ充実を図り、花火イベントでの消費拡大につなげる

◼ せんのぜんブランド協議会による実施体制

• 新商品開発、
既存商品磨き上げ

• 新規参入事業者
へ声かけ

参加事業者

• 商品販売
• 販路拡大
• 販売促進
企画

観光物産協会

• 協議会事務局
• 道の駅等からの
商品受発注窓口

• ニーズ調査

せんのぜんブランド協議会

令和２年３月２４日設立 辻 卓也 会長

継続的な販売促進活動と同時に、
各メーカーによる今後の継続的な事業展開に繋げる

◼ 「秋田・大仙 せんのぜん」販売実績

R1販売額 R2販売額 R3販売額 R4販売額

1,729,438円 570,136円 953,297円 1,404,166円

◼ R５年度の取り組み（予定）

✓ 花火大会を含む各種イベントの再開や人の流れが
増加したことにより、令和４年度の販売額は増加し
ているが、依然、コロナ禍前の状態には戻っていない。

✓ 物販イベントでの販売、ネット販売

✓ 常設販売所の確保、環境設備に関する支援

✓ これまで観光物産協会が手数料をいただきながら
担っていた、メーカーと販売店間の発注や納品の一
部の事務を、メーカーと販売店で直接やり取りしてい
ただくことで、メーカーの収益性と今後の事業持続性
を向上させる。



中国・台湾・タイ・韓国等への輸出を視野に入れた

「大曲の花火」ブランド商品・観光のPR
３

海外展開を視野に入れ、首都圏イベントなどさまざまな場面でＰＲを行う

◼ ＪＲ新宿駅東口 駅たびコンシェルジュ新宿でのＰＲイベント

✓ 大曲の花火ＶＲ映像のＶＲゴーグル体験をメインコンテンツとしたＰＲイベントを実施した

✓ 花火の見方についての動画も上映し、花火に関する見識を深める機会にもしていただいた

✓ 予約制で参加者を募集し、７日間で１６２人から参加していただいた

さまざまな機会をとらえ、ブランド商品・観光のＰＲを継続していく

◼ 首都圏をターゲットとしたインストリーム公告

✓ 大仙市お土産商品ブランド「せんのぜん」の「せんのかゆ」シリーズ
のＰＲ映像を制作し、首都圏を対象にYoutubeインストリーム公
告として配信した

✓ １０日間配信し、合計111,930回視聴された

✓ 視聴されたうち、約半数において動画を最後まで視聴していただき、
商品認知の拡大に繋がった



世界に発信する「HANABIのまち」を支える人材の確保・育成４

火薬類製造保安責任者等の資格取得支援や、市内高校向け特別講座、花火師向けスキルアップ事業を実施する

◼ 花火師向けスキルアップ講座◼ 花火師向け資格取得支援講座の実施状況

✓ 開 催 日：令和５年３月２日
✓ テ ー マ：「日本の花火の安全性や芸術性、今後の可能性について」
✓ 講 師：東京大学名誉教授、全国花火競技大会審査委員長

新井 充 氏
✓ 参加人数：８２名

花火師の能力向上の機会を創出し、花火の振興を支える人材育成を図る

年度 実績等

H29
【火薬類保安責任者（乙種取扱）】
開催期間：8月28日～9月1日 受講者：7名（合格者5名）

R2

①【火薬類保安責任者（乙種製造）】
開催期間：10月22～23日 受講者：11名（合格者0名）

②【火薬類保安責任者（丙種製造）】
開催期間：11月25日 受講者：8名（合格者6名）

③【火薬類保安責任者（甲種取扱及び乙種取扱）】
開催期日：11月26日 受講者：8名（合格者5名）

R3

①【火薬類保安責任者（乙種取扱）】
開催期間： 7月26日 受講者：６名（合格者１名）

②【火薬類保安責任者（丙種製造）】
開催期間： 7月26日 受講者：６名（合格者２名）

③【火薬類保安責任者（乙種製造）】
開催期間：10月18日 受講者：6名（合格者１名）

R4

①【火薬類保安責任者（甲種取扱）】
開催期間： 9月4日 受講者：5名（合格者１名）

②【火薬類保安責任者（丙種製造）】
開催期間： 9月4日 受講者：３名（合格者０名）

③【火薬類保安責任者（乙種製造）】
開催期間：11月8,9日 受講者：３名（合格者０名）

◼ シミュレーション花火作品発表会

✓ 開催日：令和５年３月２２日
✓ 内容：市内５社からシミュレーションソフトを使用した作品が発表された
発表された作品は令和５年４月２９日の春の章においてインターバル
花火として実際に打ち上げられ、花火師の演出力向上に繋がった。


